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公開草案について以下コメント申し上げます。 

 

①１５項 振替時に生じる評価差額について 

 

振替時に生じる評価差額は、その他有価証券評価差額金として計上され、満期までの期間

にわたり有価証券利息として損益認識されることは理解しました。仮に、振替後より満期

までの間に、当該債券について減損処理をすることになった場合、どのような処理される

のでしょうか？  

減損時点での残存金額を、債券評価損として損益認識すると拝察いたしますが、この点を

明確にして頂きたく存じます。 

 

②１５項 脚注５ 外貨建債券の場合について（設例） 

 

本実務指針の適用対象となる債券は、海外で発行された証券化商品等が多いと拝察されま

す。そのため、外貨建債券の場合の会計処理について実務上の混乱がないように、新たな

設例を設けることをご提案申し上げます。特に、振替時の換算処理方法、振替時に生じる

評価差額の償却方法について、原則法と例外法（注解・注１０の方法）に分けて詳細にご

説明頂きたく存じます。 

 

 

 

 


